
 平成２８年度 大分市立野津原東部小学校 「学力向上プラン」 

 

Ⅰ 学力調査の結果（平成 28 年度大分県学力定着状況調査）                    平成２８年８月 

（１）教科に関して                                                 （正答率）                                        

 

 

国語 算数 理科 

本校 県 目標値 本校 県 目標値 本校 県 目標値 

28 

年 

度 

知識 80.8 74.9 68.9 74.6 74.5 70.3 80.9 74.6 66.6 

活用 79.1 71.1 62.0 63.8 60.9 56.4 67.4 65.3 61.3 

全体 79.9 74.3 67.7 72.6 72.0 67.8 77.6 72.4 65.3 

27 年度（全） 75.8 72.5 67.7 76.0 73.5 68.2 80.8 72.6 67.6 

 【国語】 

＜成果＞全ての項目において、県平均、目標値を超えている。特に「書くこと」の項目が 

     目標値を２０ポイント以上超えている。 

 

＜課題＞問題の内容別でみると 

    ・聞き取りの問題で、「話し方の工夫に気をつけて聞く」の中で、話し手の工夫に気付かない子が多か

った。普段聴いているだけの話し方の中に、話し手の意図、工夫があることを意識させ、そのため

に行っている文の構成にも、留意させる必要がある。 

    ・連用修飾語の知識が低かった。言葉同士の関係については、なかなか日ごろの学習では出てくるこ

とが少ない。言葉の働き（名詞や動詞、形容詞など）の、再確認が大切である。 

    ・長い文章の内容の読み取りの力を、つけていくことが必要。日頃の、音読活動の充実が大切である。

また、聞かれている内容がどこをさしているのか、さらに問題文の意図するところを的確につかむ

事が苦手である。 

 

【算数】 

＜成果＞領域の「数と計算」「図形」「数量関係」と、観点の全てで目標値を超えている。 

 

＜課題＞問題の内容別でみると 

    ・計算問題では、あまりのある割り算、帯分数のたし算、小数の割り算の正答率が目標を下回ってお

り、習熟が必要である。 

    ・分数の大きさを、順に並べることができていなかった。帯分数、過分数、整数で表わされた大きさ

を過分数にそろえるなどして比較するという考え方の工夫ができていなかった。 

・角度（鈍角）に対する理解が、まだ不十分である。子どもたちの概念として、角は鋭角というイメ

ージがあるようだ。また、分度器の使い方、読み方の習熟が足りないため誤答が多かった。 

    ・新聞紙の面積、四角形の対角線など、頭で考えるだけでなく、実際に線をひいたり、面積から縦、

横の長さを類推したりと様々な視点から考える経験に乏しい。まず、自分の考えを書いてみる、や

ってみるという活動の体験を多くしていく必要がある。また、面積など指示された求積に対し、必

要・不必要の条件の提示の中から、本当に必要な条件を取り出し計算する経験も大切である。 



    ・概数について、四捨五入することにより生じる誤差に目を向けていなかった。切り捨てでは実際よ

り数が減ること、繰り上げでは増えることといった面にも留意させなければならない。また、概数

の良さという面を取り上げ、生活経験に活かしていく事を見通して指導することが大切である。 

 

 【理科】 

＜成果＞ 

・３３項目中、２９項目が目標値を超えている。 

・「月の動き」「人のほねと筋肉」については、正答率が１００％であった。 

＜課題＞ 

・「ものの体積と温度」・・１０．１ポイント、「天気のようすと気温」・・０．３ポイント 

正答率が県平均を下回っている。 

    ※記述問題に弱いので、単元のまとめにキーワードを使って文章を作らせるような指導をしてい

く必要がある。 

    ※活用問題ができていないので、学習したことと日常生活で使われていることを関連付ける指導

をする必要がある。 

※弱点の内容について補充学習をする必要がある。 

※無回答の人が数名いるので、必ず回答するということを徹底させる。 

 

（２）生活面に関して 

＜よい点＞ 

・全体的にどの項目も、全国の数値に比べて高くなっている。 

・自己肯定感、規範意識については高い。 

＜課題＞ 

・「対人ストレス」「いじめのサイン」について、全国平均よりも低い。 

人からどう思われているか・仲間外れになりたくないなど気にしている児童が数名いると思われ

る。 

・読書量の個人差が大きい。 

・生活習慣（早寝・早起き・自分で起きる・家庭学習の時間や場所が決まっている）が低く、規則

正しい生活ができていない子が多い。 

 

Ⅱ 指導改善のポイント 

（１）学習指導の面で 

   ①1時間完結型授業を徹底する。 

  ②ユニバーサルデザインを取り入れた授業の工夫をする。 

  ③発達段階に応じた学習規律、家庭学習を指導する。 

  ④朝読書の徹底やモジュール学習を充実させる。 

  ⑤算数等の教科指導において、ＴＴ指導等の個に応じた指導を充実させる。 

  ⑥校長、教頭による授業観察を実施し、助言する。 

  ⑦小中一貫教育と連動させた校内研究の充実を図る。 



（２）生活指導の面で 

  ⑧学習の基盤となる生活規律の徹底や学級経営を充実させる。 

  ⑨家庭との連携・協働をすすめ、基本的な生活習慣や学習習慣の定着を図る。 

  ⑩気になる子どもについて、個別指導を充実する。 

  ⑪一人一人の個性を尊重し、一人一人のよさを認め、褒める指導を充実する。 

 

Ⅲ めざす児童像 

  ○わかる楽しさを味わい、主体的に課題を解決していこうとする子ども 

   ・基礎的・基本的な知識・技能を身につけた子ども 

   ・基礎・基本を活用し、思考力・判断力・表現力を身につけた子ども 

   ・興味・関心を持ち、意欲的に学習に取り組める子ども 

   ・学ぶことの楽しさを知り、主体的に課題解決をしようとする力を身につけた子ども 

 

Ⅳ 具体的な取り組み （Ⅱに対応する） 

（１）学習指導の面で 

   ①めあてとまとめを意識した 1時間完結型授業を算数以外の教科でも取り組む 

   ②個に応じた指導法やだれにでもわかる授業形態の工夫をする。 

   ③「野津原学び方マニュアル」に示された学習規律や家庭学習の心得等を徹底する。 

   ④話し合い、スピーチや発表等の場面で、話を聞きながら、話の中心や意図、話し手の挙げている事例や理

由、相手と自分の意見の相違点と共通点などをメモしてまとめる学習活動を取り入れる。 

   ⑤発達段階や学年の実態にあった読書の時間、モジュール学習のすすめ方等工夫する。 

   ⑥必要な情報を素早く見つける読みや、必要な部分のみを詳細に分析する読みの指導が必要である。その    

    ためには、多様な図書資料等を用い、目的に応じた読み方を身につけさせる活動の充実を図る。 

   ⑦授業を複数の教師で担当できる体制を作る。 

   ⑧授業観察シートを作成し、管理職の観察だけでなく、互見授業で授業者へ返す取り組みを行う。 

   ⑨「であう、つかむ、ふかめる、まとめる」の授業のパターン化と言語活動の充実を図る。 

   ⑩家庭との連携・協働を図り、家庭学習の習慣づけや充実を図る。 

   ⑪地域との協働を図る中で、オープンスクールを開催し、学習の様子を公開するとともに、意見を積

極的に授業改善に活かす。 

 

（２）生活指導の面で 

   ①Ｑ－Ｕ等での実態把握から学級経営の充実（特に子ども同士のつながりが深まる活動・指導）を図る。 

   ②学級担任が一人で抱え込むのではなく、校内の相談体制を作り、チーム支援をする。 

   ③全校では縦割り班活動や委員会活動等を通して、子どもの自己有用感を高める。 

④家庭との連携・協働を図り、「早寝、早起き、朝ごはん」の啓発を行いながら、子どもたちに体調管理の自覚

を持たせる。 

   ⑤学校の取組や子どもの様子を積極的に地域に発信するとともに、地域との連携・協働を図る。 


